
（仮称）諏訪湖スマートＩＣ整備効果

路 線 名 ： 中央自動車道 西宮線

（諏訪IC～岡谷IC間）

設置場所 ： 長野県諏訪市、岡谷市

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種（Ｌ＝１２ｍ以下） ２４時間
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概 要

位置図

整備効果

諏訪市・岡谷市は長野県の中央に位置し、東京から約

150km、愛知から約140kmに位置する。

中央自動車道の諏訪ICから岡谷IC間の距離は約14kmあり、

諏訪湖SA（スマートIC計画箇所）はその概ね中間地点に位置

する。

第一精密工業団地には双眼鏡等で世界トップメーカーとなる企業があり、スマートICの整備により東京港や名古屋港の所要

時間が最大５分短縮され、傷の許されない精密製品の安全かつ短時間での輸送が可能となる。

また、第一精密工業団地内には県内唯一となる内陸税関があり、諏訪・松本圏域での海外輸出用物資（1,838億円/年）の輸

出手続きが行うことができ、住宅街や混雑を回避した輸送ルートの確立は県内産業に大きく貢献となる。

湖上花火大会（来場約50万人）が行われる諏訪湖には、上諏訪温泉（来場約400万人/年）や美術館など様々な観光資源が

あり、「諏訪湖周サイクリングロード」（2024年3月までに整備予定）を活用した連携強化により長期滞在化を図り、宿泊者数22%
増の年間152万人を目指している。スマートICの整備により諏訪湖へのアクセス性・利便性が向上し、自転車を活用した観光資

源の有機的連携と観光振興に貢献となる。

【産業の発展】

【観光の振興】
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